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第９回 北広島市外部評価委員会 会議録 
 

 

 

 

 

日時：平成 2３年１１月２８日（月） 

午前９時３0 分～１０時２０分  

会場：本庁舎 ２階 会議室  

 

 

 

出席者 

評価委員 天羽 浩、神沼幸子、小松直之、澤井將美、村川 亘 

事務局  岩泉企画財政部長、工藤行政推進課課長、西澤主査 
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○ 外部評価報告書(案)について 

 

委員長：それでは、第９回外部評価委員会を只今から開催いたします。 

本日の議事は、ご案内のように、あらかじめ配布されております外部評価報告書につい

てであります。｢はじめに｣ですが、趣旨を分かりやすくするため、４段落目を入れ替えて

おります。 

特に老人クラブに関しては、丁寧に書いたつもりですが、「必要性は十分に認めるものの、

クラブの登録メンバーが対象者のたった１割に減っている現状からみると、これまでと変

わらぬ補助金を維持すべきなのだろうか。時代の趨勢で会員拡大が難しいのであれば、厳

しいようでも活動内容の見直しを求めなければならない。」と老人クラブについて苦言を呈

しました。 

札幌でも、老人クラブの会員数が減っているのに、補助金の経費が従来と同じなのはお

かしいということから、ボランティア活動を入れてください、入れなければ経費を減らし

ますという様な手厳しい注文が付いていたように思います。そこまで書くつもりはありま

せんでしたが、いわゆる経費を減らすか、活動内容をもう少し活発にするかというニュア

ンスも込めたつもりです。 

従来配布したものと違ったものになりましたが、もし、これについてご意見がありまし

たら、直すべきものは直したいと思います。 

 

Ｄ委員：今の段落の下から２行目のところで「維持」が二重になっておりますので、削除した

方が良いと思います。 

それと、 後の段落のところの２行目ですが、「今年度は評価対象件数を大幅に増やした

が」とありますが、昨年が４１事務事業で今年が４６事務事業ですから、大幅ではないと

思います。 

ただ、施策で見ますと、前年が３施策で、今年度は１０施策の事業を評価していますの

で、その辺を表現した方が良いのかなと思います。 

例えば、施策の範囲を広げてとか、施策の領域をどうしたとか、或いは、広範な施策か

ら事務事業の・・と言うような表現にされた方がよいかと思います。 

 

委員長：施策範囲を大幅に広げたというように分かりやすくしたいと思います。 

その他ありますか。特にＢ委員さんからご指摘のあったように私も同感だったことから、

あえて触れたのですが、ホームページを使いやすく、モダンにしてほしいということです。

これにはお金がかかります。従来は広報さえ充実すれば良いということでしたが、今は広

報よりもホームページの見直しの方にお金をかけるべき時代になってきています。そのよ

うな意味であえて苦言を呈しております。 

 

Ｄ委員：ホームページのアクセス件数はどのくらいあるのでしょうか。 

 

事務局：今、確認します。 

 

委員長：他の都市は、コンクールをやってもいい程、すばらしいところがあります。音を聞か

せたり、映像を見せたり、そしてそのコンクールに応募させるとか、そのようないろいろ
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な工夫をして、見せるように、見せるようにやっています。 

そのところにパッと行きつけるように、２度も３度も見るのではなく、そういうのがあ

るのです。そのような工夫は是非していただきたい。 

 

Ｄ委員：基本設計で、しっかりしたものを作っていただかないと駄目だと思います。 

 

委員長： 初はみんな見られるようにと、ホームページの簡単なものからはいってしまうと、

新しく工夫したりすることができません。 初にこのようにしてキャパはこんなに残って

いますので、後は皆さんの工夫次第で使ってくださいという設計をすれば、後はいくらで

も工夫できるのです。 

 

Ｄ委員：今の市のホームページも改良に改良を重ねていくうちに、段々分りづらくなっている

と思うのです。基本的にホームページは３クリック以内に見たいものが見られる状態でな

ければならないというのが大原則です。 

ホームページ検討委員会等を立ち上げて、独自に作るか、或いは、業者に委託して基本

設計から作り直すとしたら、 低、２千万円位かかると思います。どこまで関わって基本

設計をやるかによっても、設計料が変わってきます。 

 

委員長：市長が研究会を作って、全国の良い市町村のホームページを３つか５つ位を参考に見

ればいいのです。そして、このようなものもあるのだと思わせれば、その瞬間から工夫し

ようということになり、お金をかけてもやろう、研究してみようという風にすれば、かな

り変わると思います。 

 

事務局：先程のアクセス件数ですが、昨年の１１月から今年の１０月までで、41 万 1,672 件

のアクセス件数となっています。 

 

委員長：１日平均でどのくらいになりますか。 

 

事務局：月平均大体３万４千件程になりますので、１日平均１千件程ですね。 

 

Ｂ委員：１日１千件と言うと結構な件数ですね。 

 

委員長：市長が、毎朝、市のホームページを開いて点検すれば良いのです。ここのところ良く

わからないなと市長が思えば、もう少し直した方が良いのではないかと言う話になるので

す。 

これは是非やっていただきたい、と言うことで、今年は 後のところにあえて入れまし

た。このようなことでよろしいでしょうか。 

 

Ｂ委員： 初の段落ですが、そのとおりだとは思うのですが、ここに入れるのがどうなのかな

と言う気もします。 

 

委員長：これを書いた後、政策仕分けが行われ、形を変えて政策にまで踏み込んだなと思って
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いますが、ただ、政策仕分けと言ったものの、 終的に権限はあくまでも省庁が予算付け

をするときに注意してやりなさいという程度のもので、果たしてどこまで効果があるもの

か疑問視されているというのもあります。政策仕分けと言う形に踏み込んだということは

評価できますし、法律改正があって少しづつ権限移譲も行われています。しかし、目には

見えません。そういうことを踏まえて、若干この部分を手直しします。 

 

Ｄ委員：有効なのかどうかはともかく、実際に事業仕分けから政策仕分けに変わってきていま

すから、そういう様な文言に変えた方がよろしいかと思います。 

 

委員長：そういう趣旨を生かしてもう少し手直しをしまして、もう一度皆さんにお知らせする

という形に致します。 

他にありますか。なければ、この部分だけ手直しして皆さんにお知らせし、そのうえで、

ご意見があればお聞かせ願うということに致します。 

 

（全委員了承する。） 

 

委員長：「外部評価の結果」等に関してですが、あらかじめ配布された中で何かございますか。 

 

委員長：８ページの家族介護支援事業で、今後の方向性の４行目で、「また、家族介護慰労金（年

間１０万円支給）は、」のかぎかっこを削除してください。 

 

事務局：わかりました。 

 

委員長：その下の施策４地域支援体制の推進の目的と内容で、「※３」と「※４」は、どうなの

ですか。 

 

事務局：これは、注釈の部分ですので、「※３」と「※４」は、削除します。 

 

委員長：他にご意見等ありますか。 

 

事務局：特に１８・１９ページは、前回皆さんにご議論いただいた中で、重点的にまとめて書

いたのですが、抜けているとか、付け加えたい部分等がないか、見ていただきたいと思い

ます。 

 

委員長：それでは、無いようですので、意見提言についても、特に気付いたら、その時点で連

絡してもらうということで、よろしいですね。 

 

（全委員了承する。） 

 

委員長：そのほかの案件ですが。 

事務局：特にございません。 
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委員長：委員会としては、これにて終了します。皆さま 1 年間ご苦労様でした。 

 


